
◼ 博士後期課程では、課題設定や問題解決のための論理的な考え方を学ぶことができ、

「新しい価値を創出するプロセス」を体得することができます。

◼ 研究を楽しみつつ進めることにより、社会の中における技術を高い視点から俯瞰して見

られるようになり、創造力の鍛錬が行われます。

◼ 様々な分野で独り立ちできる自信がつき、その後のキャリアパスの選択肢が広がります。

やりがいのある仕事に恵まれる可能性が高く、活躍のチャンスを増やすことができます。

博士後期課程への進学

博士後期課程を目指す方へ
https://www.titech.ac.jp/public-relations/prospective-students/doctoral-program

関連サイト≫≫

出典：文部科学省 科学技術・学術
政策研究所 「科学技術指標2025」

理工系博士課程修了者の
職業別の就職状況

科学技術の高度化への対応、産業創出力の強化といった
観点から、現在、社会では「博士」に対して、科学技術
に対する高度な理解力を有する 「課題発見・解決のプロ
フェッショナル」としての期待が高まっています。博士
後期課程修了後も、幅広いキャリアパスが考えられます。
大学や研究機関で活躍する科学者になる、企業に入っ

て活躍する、起業する、官僚や政治家として活躍するの
も良いでしょう。研究開発型の企業においては、博士が
活躍する場面が広がっています。

社会の「博士」に対する見方の変化

博士後期課程に進学するメリット



３つの卓越教育課程

皆さん、これから本学の卓越教育院で一緒に学んでみませんか？

物質・情報
卓越教育院

超スマート社会
卓越教育院

エネルギー・情報
卓越教育院

本学では、博士後期課程に在籍するほぼ全ての学生が、つばめ博士学生奨学金や

博士後期課程学生向けプログラム、日本学術振興会、民間企業・財団などから経済

的支援を受けています。

本学の取り組みの一つに、卓越した博士人材を育成する、全学横断型の修博一貫

の大学院教育プログラムとして、３つの卓越教育課程があります。

卓越教育院は、経済的支援を行いながら、学生の研究室での研究活動も大切に

しつつ、異分野融合研究、産業界・国立機関・海外機関との人材交流等の様々なイ

ベントを通して、新たな価値の創造による社会課題を解決する人材を養成します。

博士後期課程学生への経済的支援の一つの取り組み

※物質・情報卓越教育院（教育課程）は2025年度より、物質・情報卓越コースに生まれ変わりました。
超スマート社会卓越教育院（教育課程）の募集は2025年8月で終了しました。2026年度より、超スマート社会卓越コースへと生まれ変わります。

■３卓越の合同説明会

2025年10月29日（水）15:00～16:30（オンライン開催）

詳しくはこちら▶

https://www.infosyenergy.titech.ac.jp/Academy/news/9319/



